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こども園給食費の負担軽減を求めます
令和３年度より無償といたします

ま
た
、
国
は
新
た
な
支
援
策
を
打
ち
出
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
、
国
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
慎
重
に
研
究
し
て
ま
い

り
ま
す
。

問
本
町
国
保
の
均
等
割
は
３
万
円
。
第

３
子
以
降
40
人
と
し
て
１
２
０
万

円
の
財
政
負
担
で
す
が
、
そ
の
中
に
は
す

で
に
法
定
減
免
の
対
象
者
が
含
ま
れ
て
い

る
の
で
、
実
際
の
町
財
政
負
担
は
減
り
ま

す
。
協
会
健
保
と
国
保
税
の
比
較
で
は
、

夫
妻
子
供
２
人
の
ケ
ー
ス
で
、
16
万
円
か

ら
20
万
円
の
差
が
あ
る
と
積
算
さ
れ
、
国

保
の
重
税
感
は
否
め
ま
せ
ん
。
検
討
を
重

ね
て
く
だ
さ
い
。

税
務
課
長
県
内
で
は
２
市
が
実
施
し
、

軽
減
割
合
、
時
限
的
措
置
な

ど
様
々
で
す
。
全
国
で
も
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
あ
る
よ
う
で
す
が
、対
象
年
齢・

所
得
制
限
な
ど
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

町
は
慎
重
に
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
良
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

問
町
介
護
保
険
事
業
第
８
期
計
画
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
号
被
保
険

者
保
険
料
の
基
準
と
な
る
第
５
段
階
で
月

額
４
７
０
０
円
と
示
さ
れ
ま
し
た
。
第
７

期
計
画
の
月
額
４
３
０
５
円
か
ら
３
９
５

円
の
引
き
上
げ
で
す
。
経
緯
を
示
し
て
く

だ
さ
い
。

町
長
計
画
で
は
、
高
齢
者
の
皆
様
が

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
、
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
な
ど
を
新
た
に

計
画
に
盛
り
込
み
、
保
険
料
の
推
計
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
準
備
基
金

８
３
５
０
万
円
を
取
り
崩
す
計
画
で
算
出

し
ま
し
た
。
若
干
の
引
き
上
げ
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
に
は
ご
理

解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
４
月
か
ら
、
要
支
援
者
だ
け
で
な

く
要
介
護
認
定
者
に
対
し
て
も
総

合
事
業
の
対
象
に
で
き
る
と
す
る
制
度
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
の
後
退

や
打
ち
切
り
等
に
つ
な
が
ら
な
い
か
伺
い

ま
す
。

保
健
福
祉
課
長

地
域
支
援
事
業
を
実
施
し

て
い
く
の
は
町
で
す
。
ご

本
人
様
の
一
番
最
良
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が

で
き
る
よ
う
念
頭
に
置
い
て
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

５
割
を
、
未
就
学
児
に
限
り
公
費
で
軽

減
す
る
方
針
を
決
め
ま
し
た
。
実
施
は

２
０
２
２
年
度
か
ら
導
入
予
定
で
す
。
一

歩
前
進
で
す
が
、
均
等
割
は
他
の
保
険
制

度
に
無
く
子
育
て
世
代
に
は
重
い
負
担
で

す
。
18
歳
以
下
の
軽
減
、
当
面
多
子
世
帯

の
第
３
子
以
降
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
い
。

町
長
均
等
割
軽
減
は
、
全
国
知
事
会

等
で
も
全
国
一
律
で
の
制
度
創

設
を
国
に
要
望
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
町
で
の
18
歳
以
下
の
被
保
険
者
数
は

３
０
７
人
。
18
歳
以
下
第
３
子
以
降
の
被

保
険
者
数
は
40
人
で
す
。均
等
割
減
免
は
、

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
負
担
軽
減
の

意
味
合
い
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
受

益
者
負
担
を
原
則
と
し
て
お
り
、
低
所
得

者
対
策
と
し
て
、
７
割
・
５
割
・
２
割
軽

減
が
地
方
税
法
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

給
食
費
の
負
担
軽
減
を

問
国
の
幼
児
教
育
無
償
化
の
中
で
、

給
食
費
は
実
費
徴
収
で
す
。
国
制

度
に
上
乗
せ
町
独
自
に
こ
ど
も
園
給
食
費

の
負
担
軽
減
を
求
め
ま
す
。

町
長
こ
ど
も
園
給
食
費
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
検
討
を

続
け
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
な
る
子
育
て

世
代
へ
の
経
済
的
な
支
援
の
充
実
を
図
る

た
め
、
令
和
３
年
度
よ
り
、
多
古
町
に
住

所
が
あ
り
多
古
こ
ど
も
園
に
通
う
す
べ
て

の
園
児
と
、
管
外
委
託
に
よ
り
他
市
町
村

の
保
育
園
や
こ
ど
も
園
に
通
う
園
児
を
対

象
に
、
給
食
費
を
無
償
と
い
た
し
ま
す
。

子
育
て
世
代
へ
の
負
担
軽
減
を

問
厚
労
省
は
、
国
民
健
康
保
険
税
に

か
か
る
子
供
の
均
等
割
部
分
の

問

答

一般質問❷

南
玉
造
の
埋
立
て
規
制
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、
未
だ
に
搬
入
さ
れ
、

民
家
に
迫
っ
て
い
る
状
態
。
盛
土
流

出
等
の
非
常
時
を
想
定
す
る
と
恐
ろ

し
い
で
す
。
行
政
・
議
会
に
地
域
住

民
が
安
心
で
き
る
対
応
を
望
み
ま
す
。

�

（
南
玉
造
）

まちの声
　
※�

記
念
号
の
取
材
に
よ
り
い
た
だ
い
た
意
見

で
す
。

無
人
ヘ
リ
防
除
の
料
金
徴
収
を

口
座
振
替
に

問
無
人
ヘ
リ
防
除
の
料
金
徴
収
は
、

現
在
各
地
区
の
農
家
組
合
役
員
が

現
金
徴
収
し
て
い
ま
す
。
多
額
の
現
金
を

扱
う
役
員
の
皆
さ
ん
の
負
担
軽
減
と
現
金

を
扱
う
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
、
口
座
振

替
に
で
き
ま
せ
ん
か
。

町
長
植
物
防
疫
協
会
か
ら
徴
収
方
法

を
提
示
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
個
々
の
農
家
か
ら
農
家
組
合
が
口

座
引
き
落
と
し
を
し
た
い
と
い
う
地
区
が

あ
れ
ば
、
金
融
機
関
と
の
話
し
合
い
の
仲

介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

殺
処
分
の
情
報
を
地
元
地
域
へ

問
地
下
水
汚
染
、
消
石
灰
の
散
布
等
、

環
境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す

が
、
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

産
業
経
済
課
長

防
疫
措
置
を
行
っ
て
い
る

主
体
が
千
葉
県
で
す
の

で
、
町
の
立
場
か
ら
詳
細
を
お
伝
え
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
防
疫
指
針
に
基

づ
い
た
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
第
一
義
的
に
は
事
業
者
の
責

務
で
地
元
の
声
を
聞
い
て
い
た
だ
く
こ
と

が
肝
要
か
と
思
い
ま
す
が
、
町
と
し
て
は

産
業
経
済
課
、
生
活
環
境
課
が
窓
口
と
な

り
、
千
葉
県
と
も
連
携
し
て
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問
事
業
再
開
時
に
地
元
地
区
へ
の
説

明
は
さ
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

産
業
経
済
課
長

大
き
な
事
態
で
し
た
の

で
、
今
後
も
事
業
者
に
は

地
元
へ
の
真
摯
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

者
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
月
中

旬
に
発
生
し
た
井
戸
山
の
事
案
も
、
土
地

所
有
者
は
、
土
砂
の
撤
去
と
原
状
回
復
を

求
め
て
い
ま
す
。
町
は
、
違
反
の
内
容
を

記
載
し
た
看
板
を
現
地
に
設
置
し
ま
し

た
。
今
後
も
、
警
察
と
連
携
し
て
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

問
南
玉
造
地
先
の
５
０
０
㎡
以
下
の

埋
立
て
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

生
活
環
境
課
長

町
と
し
て
、
実
態
は

５
０
０
㎡
を
超
え
る
埋
立

て
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
現
地
調

査
や
事
業
停
止
を
求
め
る
指
導
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

問
出
沼
地
先
の
搬
入
道
路
破
損
修
復

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

生
活
環
境
課
長

生
活
環
境
課
、
都
市
整
備

課
の
両
課
で
事
業
者
と
協

議
し
、地
元
の
方
々
に
不
便
の
無
い
よ
う
、

修
繕
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
町
の
方
針
は

問
埋
立
て
の
状
況
に
つ
い
て
、
町
長

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町
長
地
域
住
民
の
皆
様
が
何
を
大
切

に
思
っ
て
い
る
か
、
自
分
達
の

地
域
を
ど
の
よ
う
に
し
た
い
の
か
、
あ
わ

せ
て
豊
か
な
町
の
自
然
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
現
在
、
着
々

と
歩
み
を
進
め
研
究
し
て
い
ま
す
。

不
法
埋
立
て
か
ら
町
民
を

守
る
に
は

問
染
井
地
先
で
の
無
許
可
埋
立
て
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

生
活
環
境
課
長

12
月
下
旬
ま
で
を
土
砂
の

撤
去
期
限
と
し
、
文
書
に

て
勧
告
を
行
い
ま
し
た
が
、
土
砂
の
撤
去

に
は
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
２
月
中
旬
に

無
許
可
埋
立
て
の
事
業
者
、
施
工
者
に
対

し
聴
聞
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
、
状
況

が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
撤
去
命
令
を
出
し
ま

す
。問

本
三
倉
、
井
戸
山
地
先
で
の
不
法

埋
立
て
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

生
活
環
境
課
長

両
件
と
も
、
無
許
可
か
つ

土
地
所
有
者
に
無
断
の
埋

立
て
で
す
。
12
月
下
旬
に
発
生
し
た
本
三

倉
の
事
案
で
す
が
、
土
砂
の
撤
去
、
現
状

復
帰
、
土
砂
の
土
質
調
査
を
含
め
て
原
因

問 増大している不法埋立てにどう対応するのか
答 粘り強く指導を継続していくとともに、条例改正を進めていきます

一般質問❸

こども園から中学生まで給食費無償に

最良のサービス提供を目指して農家に寄り添った対応を

地元地域への対応は

石渡 悦子 議員
（所要時間63分）菅澤 博隆 議員

（所要時間78分）
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